
を
の
ふ
ガ
籍
の
∫
正
節
費
際
の

一
符

/2

石
碑
が
あ
る
立
山
町
芦
崎
寺
で

「９０
周
年
祭
」
を
開
く
。
こ
の
事
故
は
国
内

近
代
登
山
史
上
初
の
冬
山
遭
難
と
さ
れ
る
。芦
峡
寺
の
住
民
ら
が
開
催
に
協

力
し
、事
故
の
教
訓
を
あ
ら
た
め
て
胸
に
刻
む
。
　

　

（社
会
部

・
柵
高
浩
）

破
に
挑
ん
だ
。
松
尾
峠
を
経
て

一
ノ
越
を

目
指
し
た
が
、
猛
吹
雪
に
襲
わ
れ
、

引
き

返
す
途
中
で
当
時
２５
歳
の
板
倉
さ
ん
が
力

尽
き
た
。
槙
さ
ん
と
三
田
さ
ん
は
、
立
山

町
芦
峡
寺
の
山
岳
ガ
イ
ド
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
芦
峡
寺
案
内
衆
の
救
援
に
よ
り
、
九
死

に

一
生
を
得
た
。
富
山
日
報

（北
日
本
新

聞
の
前
身
の
一
つ
）
は
■
９
２
３
年
■
月

６
日
付
で
登
山
隊
の
富
山
入
り
を
、
同
２３

日
付
で
遭
難
発
生
な
ど
を
報
じ
た
。

ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
な
ど
当
時
の
最

新
装
備
を
備
え
た
経
験
豊
富
な
登
山
家
で

も
自
然
の
猛
威
を
前
に
手
も
足
も
出
な
か

っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
登
山
界

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

板
倉
さ
ん
は
、■
８
９
７
（明
治
３。
）年
、

東
京
の
子
爵
、板
倉
家
に
生
ま
れ
た
。学
習

院
高
等
科
を
卒
業
後
、
北
海
道
帝
国
大
に

進
学
。
ス
キ
ー
を
活
用
し
た
登
山
技
術
を

磨
き
、
い
ず
れ
は
山
岳
界
を
担
う
と
期
待

さ
れ
て
い
た
。

事
故
か
ら
２
年
後
の
■
９
２
５

（大
正

・４
）年
、
芦
峻
寺
案
内
衆
、板
倉
さ
ん
の
母

校
の
学
習
院
と
北
海
道
大
、
槙
さ
ん
の
母

現
場
は
弥
陀
ケ
原
近
く
の
松
尾
峠
。
国

内
外
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
登
山
家
の
槙

有
恒
さ
ん
、
三
田
幸
夫
さ
ん
、
板
倉
勝
宣

さ
ん
の
３
人
が
ス
キ
ー
を
使
っ
て
立
山
踏

学
習
院
山
桜
会
と

芦
崎
寺
住
民
協
力

立
山
踏
破
を
目
指
し
登
山
隊
が
来
県
し
た
こ
と

を
伝
え
る
１
９
２
３
年
１
月
６
日
の
富
山
日
報

４
月
に
記
念
事
業

遭
難
し
た
板
倉
さ
ん
を
し
の
ぶ
石
碑
日
立
山
町
芦
暁
寺

工事用 トロッコ

折
立

ト
ン
ネ

ル

常願寺川

←墓発ぎ有:E生



．の
立
山
で
さ
ま
よ

・を
迎
え
、
亡
く
な

登
山
家
を
し
の
ぶ

現
場
は
弥
陀
ケ
原
近
く
の
松
尾
峠
。
国

内
外
で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
登
山
家
の
槙

有
恒
さ
ん
、
三
田
幸
夫
さ
ん
、
板
倉
勝
宣

さ
ん
の
３
人
が
ス
キ
ー
を
使
っ
て
立
山
踏

石
碑
が
あ
る
立
山
町
芦
崎
寺
で

「９０
周
年
祭
」
を
開
く
。
こ
の
事
故
は
国
内

近
代
登
山
史
上
初
の
冬
山
遭
難
と
さ
れ
る
。芦
峡
寺
の
住
民
ら
が
開
催
に
協

力
し
、事
故
の
教
訓
を
あ
ら
た
め
て
胸
に
刻
む
。
　

　

（社
会
部

・
柵
高
浩
）

破
に
挑
ん
だ
。
松
尾
峠
を
経
て

一
ノ
越
を

ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
な
ど
当
時
の
最

新
装
備
を
備
え
た
経
験
豊
富
な
登
山
家
で

も
自
然
の
猛
威
を
前
に
手
も
足
も
出
な
か

っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
登
山
界

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

板
倉
さ
ん
は
、■
８
９
７
（明
治
３０
）年
、

東
京
の
子
爵
、板
倉
家
に
生
ま
れ
た
。学
習

院
高
等
科
を
卒
業
後
、
北
海
道
帝
国
大
に

進
学
。
ス
キ
ー
を
活
用
し
た
登
山
技
術
を

磨
き
、
い
ず
れ
は
山
岳
界
を
担
う
と
期
待

さ
れ
て
い
た
。

事
故
か
ら
２
年
後
の
■
９
２
５

（大
正

・４
）年
ヽ
芦
峡
寺
案
内
衆
、板
倉
さ
ん
の
母

校
の
学
習
院
と
北
海
道
大
、
槙
さ
ん
の
母

校
の
慶
応
大
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
、

板
倉
さ
ん
の
足
跡
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、芦
嶼
寺
に

「遺
問
之
碑
」と
名
付
け
た

石
碑
を
建
立
。
発
起
人
の
ほ
か
、
芦
峡
寺

案
内
衆
２．
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

５８
年
に
は
富
山
国
体
山
岳
競
技
の
関
係

者
と
し
て
来
県
し
た
槙
さ
ん
と
三
田
さ
ん

ら
が
墓
前
祭
を
開
い
た
。
２
人
は
と
も
に

平
成
に
入
っ
て
亡
く
な
っ
た
。

２
０
０
４
年
、
学
習
院
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
ら

が
部
の
歴
史
を
ま
と
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

松
尾
峠
遭
難
と
石
碑
の
存
在
を
知
り
、
芦

眸
寺
を
訪
れ
た
。
破
損
が
目
立
ち
、
芦
峡

寺
の
山
岳
ガ
イ
ド
や
３
大
学
の
山
岳
部
○

Ｂ
ら
が
協
力
し
て
補
修
。
そ
の
後
は
毎
年

夏
、
関
係
者
が
石
碑
前
に
集
ま
り
、
芦
眸

寺
地
区
住
民
と
交
流
を
続
け
て
き
た
。

９０
周
年
祭
を
企
画
し
た
の
は
、
学
習
院

山
岳
郡
出
身
者
ら
で
つ
く
る
学
習
院
山
桜

会

（贄
田
統
亜
会
長
）。記
念
事
業
委
員
会

（檜
垣
陽
三
委
員
長
）
を
結
成
し
、
準
備

を
進
め
て
き
た
。

４
月
６
日
に
芦
峡
寺
の
ふ
る
さ
と
交
流

館
で
、
芦
峻
寺
案
内
衆
や
学
習
院
山
岳
部

の
歴
史
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
立
山
の
氷
河

を
テ
ー
マ
に
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館

の
飯
田
肇
学
芸
課
長
が
講
演
。
７
日
に
９０

周
年
祭
を
行
う
。
檜
垣
委
員
長
は

「事
故

の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。
立
山
ガ
イ
ド
協
会
ヽ
日
本
山

岳
会
富
山
支
部
が
共
催
し
、
地
元
公
共
施

設
な
ど
に
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
配
っ
て

Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
て
い
る
。

目
指
し
た
が
、
猛
吹
雪
に
襲
わ
れ
、

引
き

返
す
途
中
で
当
時
２５
歳
の
板
倉
さ
ん
が
力

尽
き
た
。
槙
さ
ん
と
三
田
さ
ん
は
、
立
山

町
芦
眸
寺
の
山
岳
ガ
イ
ド
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
芦
崎
寺
案
内
衆
の
救
援
に
よ
り
、
九
死

に

一
生
を
得
た
。
富
山
日
報

（北
日
本
新

聞
の
前
身
の
一
つ
）
は
■
９
２
３
年
■
月

６
日
付
で
登
山
隊
の
富
山
入
り
を
、
同
２３

日
付
で
遭
難
発
生
な
ど
を
報
じ
た
。

繭
棚帥熙孵
４
月
に
記
念
事
業

遭
難
し
た
板
倉
さ
ん
を
し
の
ぶ
石
碑
＝
立
山
町
芦
崎
寺

立

山

・
黒

部

ア

ル

ペ
ン

ル

ー
ト

事用 卜ロッコ

折
立

ト
ン
ネ

ル

立山カルデラ
砂́防博物館
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